


上位運動ニューロンが障害されたら？



運動ニューロンとは？



筋肉の種類

筋肉

横紋筋

平滑筋

骨格筋

心筋

随意的に 
動かせる筋肉

随意的に 
動かせない筋肉

随意的に 
動かせない筋肉



神経細胞とは？

①

②

④

③

⑤



神経細胞の役割とは？
神経細胞（ニューロン）＝情報の伝達と処理を担う細胞

伝達：白質

スパイク発射 伝達物質放出

樹状突起

細胞体
軸索

髄鞘

軸索終末

統合：灰白質



神経細胞とは？

⑥

⑦



脊髄の構造

白質 灰白質

①

②
③ ④

⑥

⑤

⑦



脊髄から出る末梢神経

灰白質

中心管

側角

後角

前角

→

→

→

体性神経

体性神経

自律神経

→

→

→ 運動神経

感覚神経

交感・副交感



上位運動ニューロンがコントロールしている

脊髄から出る末梢神経

灰白質

中心管

側角

後角

前角

→

→

→

体性神経

体性神経

自律神経

→

→

→ 運動神経

感覚神経

交感・副交感



一次運動野
一次運動野は中心溝の前方、中心前回（Brodmann 4野）に位置し、 

随意運動の発現に関わる大脳皮質運動野の一つであり、運動指令を脳幹や脊髄へ出力する主要な拠点である。

３



運動ニューロンとは？
運動ニューロンとは骨格筋を支配する神経細胞である。 

細胞体は主に大脳皮質の運動野と脊髄前角にある。脊髄前角細胞までを上位運動ニューロンといい、 
脊髄前角細胞以下を下位運動ニューロンという

・骨格筋ってなに？ 
・神経細胞ってなに？ 
・細胞体ってなに？ 
・脊髄前角ってなに？ 
・運動野ってなに？ 

→随意的に動かせる筋肉をコントロールしている

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AA%A8%E6%A0%BC%E7%AD%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%B5%8C%E7%B4%B0%E8%83%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%B0%E8%83%9E%E4%BD%93
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E9%81%8B%E5%8B%95%E9%87%8E&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%8A%E9%AB%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%89%8D%E8%A7%92_(%E8%84%8A%E9%AB%84)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8A%E4%BD%8D%E9%81%8B%E5%8B%95%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%AD%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8B%E4%BD%8D%E9%81%8B%E5%8B%95%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%AD%E3%83%B3


大脳皮質の運動野から脊髄を経て骨格筋に至る軸索 
（神経線維）の伝導路（束）のこと。

皮質脊髄路を構成するのは、ほとんどが運動ニューロンの軸索である。 
延髄までは1本の束になっているが、 

脊髄では外側皮質脊髄路（錐体側索路）と 
（錐体前索路）の2本に分かれている。

体幹上肢
顔面

口

咽喉頭

下肢

下肢の筋

中脳

橋

延髄

頸髄

腰髄

上肢の筋

外側皮質脊髄路

錐体交叉

前皮質脊髄路

内包

大脳脚

Ⅳ
Ⅲ

V
ⅥⅦ

Ⅸ
Ⅹ

Ⅻ

Ⅺ錐体

錐体

一次運動野 放線冠 内包

大脳脚 錐体 前角

上位運動ニューロンと 
運動野・皮質脊髄路

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E8%84%B3%E7%9A%AE%E8%B3%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%80%E6%AC%A1%E9%81%8B%E5%8B%95%E9%87%8E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%8A%E9%AB%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AA%A8%E6%A0%BC%E7%AD%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BB%B8%E7%B4%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BB%B6%E9%AB%84
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%A4%96%E5%81%B4%E7%9A%AE%E8%B3%AA%E8%84%8A%E9%AB%84%E8%B7%AF&action=edit&redlink=1


上位運動ニューロンの役割
運動の発動 反射の抑制



上位運動ニューロンの評価といえば？



運動発動と反射抑制の問題は　 
どんな順序で回復していくのか？

運動の発動障害 反射の抑制障害 随意運動の出現 協調性の拡大

StageⅠ StageⅡ/Ⅲ StageⅣ/Ⅴ StageⅥ

反
射
抑
制
障
害
運
動
発
現

連合反応・共同運動
分離の出現



筋肉が収縮(張力)するために？



α運動ニューロンは伝導速度70～120m/secの有髄神経線維を持つ神経細胞です。 
脊髄前角に密集して分布しており、他方からの情報（活動電位）を筋へ伝える役割を持ちます。 
筋線維（錘外筋線維）を支配して実際の筋収縮に関与する運動神経細胞です。

筋肉が収縮(張力)するために？
＜α運動ニューロン＞

＜γ運動ニューロン＞
γ運動ニューロンは伝導速度15～40m/secの有髄神経線維を持つ神経細胞です。 

α運動Nと同様、前角に密集して分布しているが、実際の筋収縮に直接関与しない。 
他方からの情報（活動電位）を錐内筋へ伝える役割を担っています。



前角

α運動ニューロン 
筋収縮に関与

錘外筋 
(筋肉のこと) 

錘内筋 
(筋紡錘のこと)

核袋線維

核鎖線維



前角

α運動ニューロン 
筋収縮に関与

錘外筋 
(筋肉のこと) 

錘内筋 
(筋紡錘のこと)

核袋線維

核鎖線維

皮質脊髄路 
（錐体路）

４野
基底核・小脳

上位運動ニューロン

✖障害

筋収縮が行えない

＝弛緩



動かそうとする 動かない皮質脊髄路損傷 運動麻痺 弛緩

プログラム変更前角抑制不全伸長反射亢進 連合・共同痙性



筋収縮ができないと人は？・・

代償する 筋収縮が 
できるように

筋収縮を 
する方法とは？筋収縮が 

できない
反射の利用

共同運動

連合反応

なにを代償する？



筋収縮ができないと人は？・・

代償する 筋収縮が 
できるように

筋収縮を 
する方法とは？筋収縮が 

できない
反射の利用

共同運動

連合反応

なにを代償する？



前角

α運動ニューロン 
筋収縮に関与

錘外筋 
(筋肉のこと) 

錘内筋 
(筋紡錘のこと)

核袋線維

核鎖線維

皮質脊髄路 
（錐体路）

４野
基底核・小脳

上位運動ニューロン

✖障害

筋収縮が行えない

＝弛緩



伸長反射

錘外筋 
(筋肉のこと) 

錘内筋 
(筋紡錘のこと)

核袋線維

核鎖線維

皮質脊髄路 
（錐体路）

４野
基底核・小脳

上位運動ニューロン

✖

筋収縮が行えない

＝緊張の亢進

Ⅰa線維 
速さを伝える

γ運動ニューロン 
筋紡錘の張りを調整する

γ運動ニューロンに指令を送ってるのは？

網様体脊髄路 
（錐体外路）

６野
基底核・小脳

γ運動 α運動

γ運動Nの過活動

＝痙性



運動発動と反射抑制の問題は　 
どんな順序で回復していくのか？

運動の発動障害 反射の抑制障害 随意運動の出現 協調性の拡大

StageⅠ StageⅡ/Ⅲ StageⅣ/Ⅴ StageⅥ

反
射
抑
制
障
害
運
動
発
現

連合反応・共同運動
分離の出現



筋収縮ができないと人は？・・

代償する 筋収縮が 
できるように

筋収縮を 
する方法とは？筋収縮が 

できない
反射の利用

共同運動

連合反応

なにを代償する？



共同運動・連合反応とは？



脊髄レベルの原始的な運動統合 
のあらわれと考えられる。 

共同運動が脊髄の 
縦の連絡によって起こる

共同運動とは？



運動の際に予想と異なる筋肉の不随意
運動が生じる、またはパターン化され
た反射的な緊張の亢進を意味しま 

連合反応は脊髄の 
横の連絡によって起こる

連合反応とは？



C2
C3
C4
C5
C6
C7
TH1

TH2

TH3

TH4

TH5

三角筋

C2
C3
C4
C5
C6
C7
TH1

TH2

TH3

TH4

TH5

三角筋

僧帽筋

菱形筋

C2
C3
C4
C5
C6
C7
TH1

TH2

TH3

TH4

TH5

三角筋 三角筋

随意運動 共同運動 連合運動



上位運動ニューロンの役割
運動の発動 反射の抑制

随意運動障害 

（運動麻痺） 

（弛緩）

反射の亢進 

（痙性） 

（病的反射）



上位運動ニューロンの役割
運動の発動 反射の抑制

随意運動障害 

（運動麻痺） 

（弛緩）

反射の亢進 

（痙性） 

（病的反射）



C2
C3
C4
C5
C6
C7
TH1

TH2

TH3

TH4

TH5

三角筋

随意運動

抑制

弛緩

C2
C3
C4
C5
C6
C7
TH1

TH2

TH3

TH4

TH5

三角筋

僧帽筋

菱形筋

共同運動

抑制

反射抑制 
されない

C2
C3
C4
C5
C6
C7
TH1

TH2

TH3

TH4

TH5

反射抑制 
されない

三角筋 三角筋

連合運動

抑制

弛緩

痙性
痙性



運動発動と反射抑制の問題は　 
どんな順序で回復していくのか？

運動の発動障害 反射の抑制障害 随意運動の出現 協調性の拡大

StageⅠ StageⅡ/Ⅲ StageⅣ/Ⅴ StageⅥ

反
射
抑
制
障
害
運
動
発
現

連合反応・共同運動
分離の出現



運動発動と反射抑制の問題は　 
どんな順序で回復していくのか？

運動の発動障害 反射の抑制障害 随意運動の出現 協調性の拡大

StageⅠ StageⅡ/Ⅲ StageⅣ/Ⅴ StageⅥ

反
射
抑
制
障
害
運
動
発
現

連合反応・共同運動
分離の出現



上位運動ニューロンの役割
運動の発動 反射の抑制

随意運動障害 

（運動麻痺） 

（弛緩）

反射の亢進 

（痙性） 

（病的反射）



上位運動ニューロンが障害されると
随意運動障害と反射抑制障害が起こる



上位運動ニューロンが障害されると
随意運動障害と反射抑制障害が起こる

上肢の機能障害 スタート・ストップ・方向転換・障害物回避



1.5時間セミナー（1月～6月）
＊会員外は参加費１６５０円　会員は無料



ADL分析セミナー（1月～6月）
VIP限定



VIP限定

アプローチセミナー（1月～6月）



症例検討＋画像評価（1月～6月）
VIP限定


